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Q1 2016/3 2015/7/30 

2016年3月期 第１四半期 業績サマリー 

2015/3 Q1 

実績 

2016/3 Q1 

実績 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 
 

25,718 29,200 
 

3,482 13.5% 

営業利益 
[利益率] 

(1,360) 
[▲ 5.3%] 

(365) 
[▲ 1.3%] 

994 372.6% 

経常利益 
[利益率] 

(1,319) 
[▲ 5.1%] 

(358) 
[▲ 1.2%] 

960 368.4% 

親会社株主に帰属する当期利益 
[利益率] 

(912) 
[▲ 3.6%] 

(289) 
[▲ 1.0%] 

623 315.5% 

第１四半期は前年同期比で増収、増益で損失幅が縮小 
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Q1 2016/3 2015/7/30 

マーケット別受注高・売上高・受注残 

■ 受注高 

3,522  3,820  

4,721  6,106  

9,911  
9,613  

7,453  
9,479  

25,718  
29,200  

2015/3 Q1 2016/3 Q1

（単位： 百万円） 
■ 売上高 

7,971  6,560  

24,055  21,951  

14,303  
9,400  

15,577  
19,779  

61,961  
57,752  

2015/3 Q1 2016/3 Q1

■ 受注残 

Q1:働き方変革による仮想化基盤等を最適化するネットワークアップグレードが好調に推移。 
Q2以降:パイプラインが引き続き増加傾向で順調に推移。 

Q1:一部キャリア設備投資の抑制が継続しているが、想定通りに進捗。 
Q2以降:クラウド関連の投資は順調であり、期初想定通りの進捗。 

Q1:前年同期比では受注減少だが、引き続き仮想化共通基盤を中心とした案件が活発。 
Q2以降:引き続きパイプラインは増加傾向にあり、順調に推移。 

Q1:一部案件にて遅れが発生し前年同期比では受注が減少。 
Q2以降:遅れた案件も含め、Q2でキャッチアップ。IoT市場への取り組み等、新たな試み。 

エンタープライズ 

通信キャリア 

パブリック 

パートナー 

5,514  4,754  

12,451  
8,111  

8,177  

6,111  

6,338  

8,941  

32,574  

28,130  

2015/3 Q1 2016/3 Q1
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Q1 2016/3 2015/7/30 

商品群別受注高・売上高・受注残 

■ 受注高 ■ 売上高 ■ 受注残 

10,757  11,720  

6,048  2,673  

15,768  
13,736  

32,574  

28,130  

2015/3 Q1 2016/3 Q1

11,867  13,908  

2,836  
2,973  

11,013  
12,318  

25,717  
29,200  

2015/3 Q1 2016/3 Q1

37,950  40,127  

8,151  5,186  

15,859  12,438  

61,961  
57,752  

2015/3 Q1 2016/3 Q1

Q1:主に通信キャリアの設備投資抑制により前年同期比で受注減。 
Q2以降:プラットフォームを支えるネットワークアップグレードのパイプラインが引き続き
増加傾向。 

Q1:前年同期比でパブリック市場の仮想化共通基盤の受注減が影響。 
Q2以降:ワークスタイル変革関連およびセキュリティ案件が増加。 
 

Q1:ネットワークアップグレード増加にともなう設計、構築サービスが増加。 
Q2以降：上記に加え、仮想化基盤等に関連したサービスのパイプラインも増加傾向にあ
り、順調に推移。 

ネットワーク 

プラットフォーム 

サービス 

（単位： 百万円） 
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Q1 2016/3 2015/7/30 

営業利益増減分析 

(1,360) 

(365) 

+ 835 

0  

+ 656 
(496) 

(1,600)

(1,400)

(1,200)

(1,000)

(800)

(600)

(400)

(200)

0

2015/3 Q1  

営業利益 

増収による 

利益増 

売上総利益率 

低下による 

利益減 

販管費抑制 

による利益増 

2016/3 Q1 

営業利益 

売上高 
+3,482 
 (25,718 ⇒ 29,200) 
 
[商品群別] 
ネットワーク       +1,305 
プラットフォーム    +136 
サービス             +2,040 

売上総利益率 
▲1.7% 
(24.0%⇒22.3%) 
 
[低下の主な要因] 
・一部の案件利益率減 
・ベンダーサポート費 
 が一時的に増加 

販管費抑制 
[主な要因] 
・BYODによるPC及び  
 ソフトライセンス費減 
・新基幹システム 
 立ち上げコスト減 

（単位： 百万円） 
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Q1 2016/3 2015/7/30 

2016/3 業績見通し > 連結損益計算書 

 受注高 69,800 112.2% 78,200 95.6% 148,000 102.8%

 売上高 62,200 100.0% 81,800 100.0% 144,000 100.0%

 売上原価 47,600 76.5% 63,100 77.1% 110,700 76.9%

 売上総利益 14,600 23.5% 18,700 22.9% 33,300 23.1%

 販売管理費 13,780 22.2% 14,120 17.3% 27,900 19.3%

 営業利益 820 1.3% 4,580 5.6% 5,400 3.8%

 経常利益 820 1.3% 4,580 5.6% 5,400 3.8%

  親会社株主に帰属する

  当期純利益
500 0.8% 2,800 3.4% 3,300 2.3%

 １株当たり配当金

 設備投資額

 減価償却費

 為替レート

(注)「当期純利益」は概念の変更により「親会社株主に帰属する当期純利益」と表示しております。

120.75 $円

2016/3

通期

3,410

2,990

（百万円、構成比）
2016/3

上期 下期 通期

15.00 円 15.00 円 30.00 円

（単位：百万円）
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Q1 2016/3 2015/7/30 

2016/3 業績見通し > マーケット別 

 受注高 69,800 4.5% 78,200 △ 2.3% 148,000 0.8%

エンタープライズ 19,800 22.3% 28,200 7.4% 48,000 13.1%

通信キャリア 18,200 3.2% 18,000 △ 22.9% 36,200 △ 11.7%

パブリック 20,900 △ 6.5% 19,600 △ 0.0% 40,500 △ 3.5%

パートナー 10,500 △ 1.2% 12,100 18.6% 22,600 8.5%

その他 400 - 300 △ 54.2% 700 5.1%

 売上高 62,200 5.5% 81,800 △ 2.9% 144,000 0.6%

エンタープライズ 19,900 21.5% 27,000 20.3% 46,900 20.8%

通信キャリア 16,300 △ 19.3% 19,200 △ 19.7% 35,500 △ 19.5%

パブリック 15,500 19.8% 23,600 △ 7.1% 39,100 2.0%

パートナー 10,100 7.7% 11,700 △ 0.9% 21,800 2.9%

その他 400 434.5% 300 △ 52.6% 700 △ 1.1%

（百万円、前期比）
2016/3

通期上期 下期
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Q1 2016/3 2015/7/30 

2016/3 業績見通し > 商品群別 

 受注高 69,800 4.5% 78,200 △ 2.3% 148,000 0.8%

ネットワーク 32,400 4.0% 34,300 △ 3.0% 66,700 0.3%

プラットフォーム 11,800 4.3% 10,000 △ 2.2% 21,800 1.3%

サービス 25,600 5.1% 33,900 △ 1.7% 59,500 1.1%

 売上高 62,200 5.5% 81,800 △ 2.9% 144,000 0.6%

ネットワーク 27,100 0.7% 36,400 △ 8.5% 63,500 △ 4.8%

プラットフォーム 10,000 44.6% 13,500 △ 4.4% 23,500 11.7%

サービス 25,100 △ 0.2% 31,900 5.4% 57,000 2.9%

（注）【ネットワーク】 ルータ、スイッチ等ネットワーク機器

　　　【プラットフォーム】 サーバ、ストレージ、仮想化ソフトウェア、ビデオ会議システム、IPフォン等

　　　【サービス】 コンサルティング、システム設計、インストール、保守・運用管理等

上期 下期 通期
（百万円、前期比）

2016/3
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Q1 2016/3 2015/7/30 

連結貸借対照表 

2014. 6.30 2015. 6.30

実績 実績 増減額 増減率

 資産合計 89,036 93,788 4,751 5.3%

   流動資産 77,197 82,092 4,894 6.3%

 　　現預金+有価証券 23,951 25,429 1,477 6.2%

 　　売掛金+受取手形 25,232 26,393 1,160 4.6%

 　　棚卸資産 17,419 18,497 1,077 6.2%

 　　その他 10,593 11,772 1,178 11.1%

　 固定資産 11,838 11,695 (143) △ 1.2%

 　　有形固定資産 5,776 5,812 35 0.6%

 　　無形固定資産 1,847 1,687 (160) △ 8.7%

 　　投資等 4,215 4,196 (18) △ 0.4%

 負債合計 34,213 38,154 3,941 11.5%

 　流動負債 32,155 34,722 2,566 8.0%

 　固定負債 2,057 3,432 1,374 66.8%

 純資産合計 54,823 55,633 810 1.5%

 　株主資本 54,791 55,348 557 1.0%

 　その他の包括利益累計額 (34) 197 231 -

 　新株予約権 66 87 21 31.7%

 負債純資産合計 89,036 93,788 4,751 5.3%

（単位：百万円）
前年同期比
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Q1 2016/3 2015/7/30 

セグメント情報 

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ 通信キャリア パブリック パートナー 計

 売上高 9,483 9,613 6,106 3,822 29,025 396 29,422 (222) 29,200

　外部顧客への売上高 9,479 9,613 6,106 3,820 29,020 180 29,200 - 29,200

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
3 - - 2 5 216 222 (222) -

 セグメント利益 184 276 (761) 70 (230) (19) (249) (116) (365)

 売上高 7,456 9,911 4,721 3,522 25,611 531 26,143 (425) 25,718

　外部顧客への売上高 7,453 9,911 4,721 3,522 25,608 109 25,718 - 25,718

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
3 - - 0 3 422 425 (425) -

 セグメント利益 (290) 832 (1,759) (66) (1,282) 110 (1,172) (188) (1,360)

（注）

1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サーバサービス事業等を含んでいます。

2. セグメント利益の調整額には各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれています。全社費用は主にセグメントに帰属しない一般管理費です。

連結

損益計算書

計上額

2016/03

Q1

【当期】

2015/03

Q1

【前期】

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
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